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令和 5年度卒業式を振り返って 

 15 日（金）は温かい春の光に包まれて、無事に今年度の卒業式を行う 

ことができ、23 名の６年生が荻生小学校をそれはそれは立派に卒業して 

いきました。すでに学校 HPでも紹介して 

いますので、是非ご覧ください。 

 私は 6 年生に伝えたいことがいろいろあ 

ったのですが、式辞としては 2 つのことに 

絞って話しました。一つ目は 6 年生への感 

謝です。コロナが 5 類となり、様々な活動が活 

発に行われるようになりました。6年生が未経 

験の役割や活動にも、覚悟を決めて皆で協力しながら思い切って取り組んだ姿 

は、下級生の素晴らしいお手本でした。6年生のリードのお陰で、荻生小全体 

が笑顔いっぱいの学校に進化しました。そのことへの感謝を改めて伝えました。 

２つめは、ふるさと荻生に誇りをもち、大きく未来へ羽ばたいてほしいとい 

うことです。校歌の歌詞にもその手がかりとなる言葉が盛り込まれています。 

式辞では時間の関係で割愛したのですが、2 月に 6 年生が学習した「ふるさと 

キャリア学習」では、まち歩きの会の飯村滋先生から荻生の歴史や魅力に 

                 ついてたっぷり教えていただきまし 

                 た。また同じく地元企業のカルバオ 

                 ン（カナヤママシナリー）の金山社 

                 長から、広く世界に目を向けた会社 

                 の理念を聞かせていただきました。 

                 6 年生にはそうしたことも思い出し 

                 ながら「明日の栄えを担うのだ」「 

                 明日の日本を築くのだ」の歌詞を心に刻んでほしいと思います。 

                  さて、最後に玄関前で行った「門出の会」は、しんみりとした卒 

  業式とは打って変わり、明るく開放的で楽しい時間でした。卒業生

の挨拶では、進んで代表になったという 2人が、少し照れくさそうな

がらも思い切って学校への万歳(！)をしてくれました。続いて指名さ

れた私も、卒業生の健康と活躍を祈って万歳の音頭を取りました。在 

校生全員で歌った「ありがとうの花」の歌声 

もとても明るく、卒業生の希望に満ちた門出 

を応援していました。さらに DJ 芦﨑(先生)

が会場を終始素敵な音楽で演出してくれま

した。素敵な余韻の中で、皆いつまでも名

残惜しそうに写真を撮ったり語り合ったり

していました。 
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★卒業式～門出の会を、ニューリーダー 5年生が支えました 
この頃はすっかり荻っ子の次のリーダーとして活躍している５年生が、今回の卒 

業式でも頑張っていました。前日の準備から、当日は「別れの言葉」（呼びかけ） 

の在校生代表としての言葉、式後は会場の片付け、そして門出の会での司会進行と、 

皆で仕事を分担して取り組んでいました。お疲れ様。ありがとう！ 

 ６年生の背中 

を見て学んだこ 

とを、これから 

の新しい１年間 

で大いに生かし 

てくれることと 

期待しています。 

 
 
シリーズ「教室におじゃまします」3/18（月）３年外国語活動の巻 

今年度最後の外国語活動の時間にスペシャル・ゲストが来校！ ALT のザン 

ダー先生のお母さんエヴリンさんです。黒部や周辺の 

観光と息子の様子を見るために来日されました。さす 

が親子、ザンダー先生に表情がよく似ておられます。 

 この日の授業は、そのザンダー先生のお母さんに質 

問しようという学習内容でした。質問そのものは日本 

であらかじめ考えてメモしてあり、子供たちは 

自己紹介のあと日本語で質問します。それを山田先生や平野先生が英語 

に直して伝えることが多かったです。それでもエヴリンさんが丁寧に答 

えてくださる中に時々は聴き取れる単語もあるように感じました。教室 

の座席順で順番に質問するので、あとになればなるほど緊張が高まり、 

ちょっぴり涙ぐむ子もいましたが、勇気を出して質問し、クラス全員が 

１つ以上質問することができ、す 

べての質問に答えてもらえました。 

 エヴリンさんは現地で teacher 

をしておられるとか。なるほど、 

子供へのまなざしが優しかったで 

す。授業の最後には、代表の子が 

前に出て感謝の言葉を伝え、皆で 

挨拶をしました。素敵な素敵な体 

験ができた子供たちでした。 

おまけの＜ひとりごと＞エヴリンさんは息子のザンダー先生について「子供のころからよく勉強ができたので、先生という仕事が
ピッタリだと思う」とにこやかに話しておられました。我が子を信じ応援する、母親としての愛を感じました。そう言えば、卒
業式の日に見た卒業生の保護者の皆さんの表情も本当に素敵でした。それぞれ我が子の成長を心から喜び、これからの新たな人
生を応援しようという、親ならではの思いがあふれていました。そして、どの親子も顔立ちや表情に似たところがあるなあと、
今更ながらほのぼのとした気持ちになりました。卒業生 23名それぞれの希望に満ちた新しいスタートを、私も応援しています。 


